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令和４年度 １２月号  

２０２２．１２．１６（金） 

新型コロナウイルスが報じられてから３年が経ちました。そして，この１年も新型コロナウイルスへの対応に

追われた１年になりました。振り返ってみれば，日常の大きな変化から，私たちは「当たり前の日常」がいかに

大切であったのかを痛感させられています。学校での様々な行事や取り組みについても，例年通りと考えがちで

あったところが，実施して良いのか，どうすれば実施できるのか，何を大切にすべきかを常に考えるようになり

ました。そのような中でも，この１年は，大切だと考えたことはできるだけ実施してきました。修学旅行や学園

祭，十分な活動とは言えなかったかもしれませんが，「行って良かった。」「やって良かった。」と明るい笑顔

を見せてくれたことは，私たち教職員にとって何より嬉しいことでした。 

日々の学びの大切さ 

 ＧＩＧＡスク－ル構想，コロナ対策としてのＩＣＴ活用により，授業形態は様変わりしました。タブレット上

で生徒全員の意見を集約するなど，今までの対面での授業にＩＣＴの良い部分を組み合わせることができるよう

工夫しています。また，タブレットの持ち帰りも全学年で実施し，デジタル教科書他，ＩＣＴの良い部分が活用

できるよう模索しています。臨時休業などの緊急時にオンラインで双方向の授業を行う準備も完了しました。こ

のように目まぐるしく教育現場は変化しています。数年前には考えられなかったことです。我々教職員も学び続

けなければと痛感し，時代の流れに応じた新しい教育が推進できるよう努力しているところです。 

さて，これからの変化の激しい社会を生き抜いていく皆さんには，日々，学んで欲しいと強く思います。点数

が取れることも大切かもしれませんが，それよりも，「疑問に感じたこと」「もっと知りたいこと」に，もっと

挑戦して欲しいと強く思います。そして，生涯にわたって「学び続ける人」になって欲しいと考えます。変化の

激しい社会では，新しい知識・新しい考え方が必要になります。そのためには学び続けなければなりません。そ

の準備として，授業の「振り返り」を「家庭学習」につなげる習慣をつけていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素晴らしかった生徒会活動 

３年生を中心とした生徒会活動が１２月１６日（金）に行われた生徒総会をもって 

区切りとなりました。この１年を振り返ってみると，望月生徒会長を中心に素晴らし 

い生徒会活動を展開しました。そして，懸命さが伝わってくる本部役員でした。それ 

に全校生徒が協力して素晴らしい学校を創ってくれたと思います。「青雲祭」はもち 

ろんのこと，学習時間・ＳＤＧＳ・あいさつ運動への取り 

組み等々，本当に素晴らしい活動でした。さて，過日行 

われた生徒会選挙から新生徒会役員が選ばれました。今 

年度の３年生を中心とした生徒会活動を継承・発展させ 

てくれることを期待します。 

 

令和５年度生徒会役員 

生徒会長 ２年３組 齋藤よしの 

男子副会長２年２組 野村 唯人 

女子副会長２年１組 村松 美沙 

男子副会長１年１組 齋藤 陸玖 

女子副会長１年２組 武藤くらら 

事務局員 ２年５組 上田 光騎   

２年５組 小泉友里菜 

２年４組 嶋田あおい  

２年２組 阿諏訪 凌 

１年３組 小泉 光彩 

 

←１年生のＴＴ教室に掲示してありました。なぜ，△なのでしょうか。勉強量を増やすことは「粘り強さ」であり「主

体的に学習に取り組む態度」の大切な要素です。しかし，それだけでは不十分です。もう一つの要素は「自己調整力」

です。同じことをただ繰り返すのではなく，自分自身の学習を改善していくことが重要です。そのために，「なぜ，わ

かったのか」「うまくできなかったけれど，どうしたら良いのか，どのような工夫が必要か」を日々の授業で，また，

来週始まる「三者懇談」などの区切りの時期に見直して欲しいと考えています。学習を質と量という２つの視点で見

ているとも言えます。 

←２年生の廊下に掲示してありました。「わかったこと」「わからなかったこと」を書くことは大切だと思います。そ

こから「わからなかったことをどうしたら良いのか」「もっとできるようになるには」につなげていって欲しいと考え

ています。もちろん「わかるようになったこと」を更に伸ばす取り組みも大切だと思います。 

 

 

 



校舎内の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

厳寒期の登下校時の服装について（昨年同様です） 

本校では，長年にわたって制服での生活を基本としてきました。今後もこの流れを大切にしたいと考えていま

すが，夏の暑い時期には，熱中症対策として半袖の体育着での登下校及び生活を可能としました。冬の寒い時期

については，防寒対策として期間を区切って，体育着での登下校（学校内での生活は制服とします。）を可能とし

ます。もちろん，今まで通り，制服での登下校でも構いません。必要な生徒のみと捉えてください。期間は令和

４年１２月１９日（月）～令和５年２月２４日（金）とします。気温等により延長することがあるかもしれませ

んが，その時には改めてご連絡いたします。                        

新年を迎えるにあたって 

今，自分自身の将来に向けて，一生懸命に学習に取り組んでいる３年生。自分の適性をしっかりと見極め，悔

いのない進路を決定し，この田富中学校を卒業して欲しいと思います。寒い冬の後には希望に満ちた春が待って

います。強い決意で力強く勉強や自分の目標に向けて励んでください。１・２年生もその姿をしっかりと眼と心

に焼き付けてください。田富中学校生徒としての自信と誇りを引き継いでくれることを期待しています。 

新しい年を迎えるにあたり，引き続き生徒の安全を考える中でも工夫し，何が大切かを考え，一人一人の成長

を考えた教育活動を模索してまいりたいと考えています。保護者の皆様，地域の皆様方も健康に留意され，良い

お年をお迎えください。 

↑ 図書室前です。今回は教科書

に取り上げられている書物の紹

介です。興味のある生徒は是非活

用して欲しいです。 

↑ ３年２組市川航さんが「税の作

文」で市長賞を受賞しました。「納

税について勉強してから作文を書

いた。」と話してくれました。 

↑ 本校では一般社会と同じよ

うに，生徒会選挙において，投票

券を配布し，自らの意志で投票す

る取り組みを行っています。 

↑ 福祉・リサイクル委員会が中

心になって呼びかけ収集した牛乳

パックを，トイレットペ－パ－に

交換していただきました。 

↑ 予告なしの避難訓練（地震・火災）を実施しました。本校生徒全員

が「自らの力で自らの命を守る」力をつけてくれることを願っています。 

↑ １年生，中学校生活にも慣れ，落ち着いて学習に取り組んでいます。

家庭学習の取り組みについても力を入れています。 

↑ ２年生，学習面・生活面において良い部分がみえてきました。キャ

リア教育では「高校調べ」に取り組んでいました。廊下には「ぶるちゃ

れ（自主学習）」の取り組みの指針（良い例など）も掲示されています。 

↑ ３年生，どの学級も真剣に学習に取り組んでいます。進路実現・義務

教育のまとめに向け，学園祭クラス合唱等でみせてくれたチ－ムワ－クで 

乗り越えて欲しいです。期待しています。 


